
新型コロナウイルスの影響を受ける住民参加型在宅福祉サービス支援助成

■ 事業参加者団体：活動団体  NPO 7団体、介護事業者他 7団体
　 　　　　　　　  運営協議会 20団体 （重複あり）

■ スタッフ・ボランティアの人数：寝屋川あいの会 96人 他
■ 活動会員懇親会：2回（寝屋川あいの会 50人）
■ 運営協議会：2回（20団体）
■ 利用案内パンフ（改定）：10,000部

① 活動員のエッセンシャルワーカーとして意欲の維持、増強を図るため、感染
防止対策の整備充実と、活動者の実態把握、課題抽出と交流を兼ねた対面
懇談会の開催。

② 「寝屋川高齢者サポートセンター運営協議会」との連携による、コロナ下
での住民主体の助け合い活動の企画・運営会議と、利用案内パンフレット
の改定発行

高齢者等への住民主体の助け合い事業」の
コロナ禍後の再構築

助成テーマ

［事業内容］

［事業の実績］

特定非営利活動法人

寝屋川あいの会
（大阪府寝屋川市）

寝屋川市の住民すべてに対して、地域住民同士が助け合って、高齢者・子育て・
コミュニティおよびまちづくり支援等の事業を行うことにより、地域のコミュニ
ティの活性化に貢献することを目的として2001年に設立された。寝屋川市高
齢者サポートセンター事業や、住民の助け合い活動、元気な高齢者の生きがい
と就労の場づくりなど、さまざまな活動を行っている。

① 活動会員への感染防止対策整備が進んだことによ
り、エッセンシャルワーカーとしての意識向上につ
ながった。また、会員懇談会では、相互の対面による
コミュニケーションの機会が実現したことによる参
加者全員の感激があった。参加者からは、助け合い
活動を行う上で大切なこととして、自分自身が健康
であること、人の手助けができることに感謝できる
こと等があげられた。

② 感染症対策の徹底と活動参加団体の充実が図れた。

① 寝屋川市での担い手を増強するため、新たな
参加者募集や既存の担い手へのフォローアップ
研修に力を入れる予定。

② 活動員に対する謝礼金の増額に向け、関係部門
への理解の徹底を図っていく。

③ 住民主体の生活支援サービス（訪問型B）の
展開に向け、先行事例集の作成を配布して
普及促進へつないていく。

［事業の成果］ ［今後の展望・課題］


